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昭
和
七
年（
一
九
三
二
）に
、
海
軍
の
青
年
将

校
等
に
よ
る
時
の
首
相
犬
養
毅
を
襲
撃
し
た
事

件
は
、
そ
れ
以
後
、
日
本
の
政
党
政
治
が
中
断

さ
れ
て
、
戦
争
へ
と
進
む
道
を
決
定
づ
け
る
衝

撃
的
な
出
来
事
で
し
た
。
そ
の
起
こ
っ
た
月
日

を
と
っ
て
「
五
・
一
五
事
件
」
と
呼
ば
れ
て
い
ま

す
。そ
の
時
、首
相
が
言
っ
た「
話
せ
ば
わ
か
る
」

と
い
う
言
葉
が
後
世
に
語
り
伝
え
ら
れ
る
程
に

有
名
に
な
り
ま
し
た
。
事
件
の
現
場
に
今
木
あ

さ
子（
旧
姓
千
葉
）と
言
う
石
巻
の
人
が
居
合
わ

せ
て
、
あ
の
有
名
な
言
葉
を
聞
き
取
っ
て
い
る

の
で
す
。

※

　

で
は
、
今
木
あ
さ
子
は
何
故
、
事
件
の
現
場

に
居
合
せ
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
。

　

彼
女
は
、
明
治
四
十
四
年（
一
九
一
一
）石
巻

仲
町（
現
中
央
三
丁
目
）で
薪
炭
業
を
営
む
千
葉

専
蔵
・
は
な
の
三
女
と
し
て
生
ま
れ
ま
し
た
。

や
が
て
、
石
巻
尋
常
高
等
小
学
校
に
入
学
し
、

優
秀
な
成
績
で
小
学
校
時
代
を
過
ご
し
、
大
正

十
二
年（
一
九
二
三
）三
月
、
第
四
五
一
六
号
の

卒
業
証
書
を
手
に
あ
さ
子
は
石
巻
尋
常
高
等
小

学
校
を
卒
業
し
ま
し
た
。
次
い
で
宮
城
県
石
巻

高
等
女
学
校（
現
石
巻
好
文
館
高
校
）に
入
学

し
ま
す
。
そ
し
て
隣
の
席
に
な
っ
た
の
が
筆
者

の
伯
母
阿
部
咲
子（
旧
姓
千
葉
）で
あ
り
、
そ
の

こ
と
が
七
〇
年
後
に
あ
さ
子
と
筆
者
を
結
び
付

け
、
彼
女
が
大
切
に
し
て
き
た
資
料
を
託
さ
れ

る
こ
と
に
つ
な
が
り
ま
し
た
。
あ
さ
子
は
、
女

学
校
で
も
成
績
は
優
秀
で
卒
業
の
時
に
は
優
等

賞
を
受
け
て
い
ま
す
が
、
在
学
中
に
大
き
な
不

幸
も
待
ち
受
け
て
い
ま
し
た
。
彼
女
が
四
年
生

の
春
、
母
親
が
四
十
三
歳
で
亡
く
な
っ
た
の
で

す
。
こ
の
こ
と
が
、
あ
さ
子
が
卒
業
後
に
石
巻

を
離
れ
る
原
因
の
一
つ
に
な
り
ま
し
た
。

　

彼
女
は
、
東
京
の
野
村
弁
護
士
宅
に
下
宿
し

て
い
る
兄
を
頼
っ
て
上
京
し
ま
す
。
岡
山
県
出

身
の
野
村
弁
護
士
は
、
同
郷
の
今
村
滋
賀
県
知

事
と
親
交
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
の
知
事
の
お
嬢

さ
ん
が
、
同
じ
岡
山
県
出
身
で
政
友
会
代
議
士

犬
養
毅
の
家
で
女
中（
お
手
伝
い
さ
ん
）を
探
し

て
い
る
情
報
を
も
た
ら
し
ま
す
。
こ
れ
が
あ
さ

子
と
犬
養
家
と
を
つ
な
ぐ
き
っ
か
け
で
し
た
。

上
流
階
級
の
生
活
は
ど
ん
な
も
の
か
と
い
う
興

味
が
誘
い
を
受
け
る
動
機
だ
っ
た
と
彼
女
自
身

は
語
っ
て
い
ま
す
。
一
週
間
の
御
目
見
え
期
間

を
経
て
、
三
か
月
で
東
北
な
ま
り
を
直
す
こ
と

を
条
件
に
採
用
と
な
り
ま
し
た
。
初
め
は
興
味

本
位
で
勤
め
た
犬
養
家
で
し
た
が
、
や
が
て
使

用
人
を
大
事
に
し
て
く
れ
る
こ
と
や
、
散
歩
の

時
に
花
や
木
の
名
前
を
聞
く
と
親
切
に
教
え
て

く
れ
る
犬
養
毅
の
人
柄
、
人
物
の
素
晴
ら
し
さ

に
魅
か
れ
て
い
き
ま
し
た
。

　

昭
和
六
年（
一
九
三
一
）十
二
月
十
三
日
に
犬

養
は
政
友
会
の
単
独
内
閣
を
組
閣
し
ま
す
。
そ

の
際
、
毅
付
き
の
女
中
で
あ
っ
た
あ
さ
子
も
首

相
官
邸
で
勤
務
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
彼

女
が
二
十
一
歳
の
時
の
こ
と
で
し
た
。

※

　

で
は
、
昭
和
七
年（
一
九
三
二
）五
月
十
五
日

の
あ
さ
子
の
行
動
を
み
て
み
ま
し
ょ
う
。

　

そ
の
日
は
、
五
月
晴
れ
の
日
曜
日
で
し
た
。

首
相
夫
人
の
千
代
子
は
、
帝
国
ホ
テ
ル
で
開
か

れ
た
知
人
の
結
婚
披
露
宴
に
出
か
け
、
秘
書
官

で
あ
る
息
子
の
犬
養
健
も
外
出
し
て
い
ま
し

た
。
首
相
は
、
居
間
で
鼻
の
治
療
を
受
け
五
時

十
五
分
頃
に
終
わ
っ
て
い
ま
す
。
事
件
は
、
こ

の
直
後
に
起
き
ま
し
た
。
そ
の
時
の
様
子
を
あ

さ
子
は
こ
う
語
っ
て
い
ま
す
。

　
「
い
つ
も
は
三
時
頃
、
だ
ん
な
様
に
お
や
つ

を
差
し
上
げ
る
の
で
す
が
、
こ
の
日
は
遅
く
な

り
治
療
が
終
わ
っ
て
か
ら
、
食
堂
で
紅
茶
を
差

し
上
げ
ま
し
た
。
健
先
生
の
奥
様（
仲
子
夫
人
）

と
私
が
話
を
し
て
い
る
時
で
し
た
。
突
然
『
悪

漢
だ
、
悪
漢
だ
』
と
書
生
の
土
屋
さ
ん
が
駆
け

込
ん
で
き
ま
し
た
。
ま
さ
か
と
思
っ
て
み
ん
な

で
廊
下
に
で
て
み
る
と
、
海
軍
の
軍
服
を
着
た

二
、三
人
が
中
庭
の
向
こ
う
の
部
屋
の
障
子
や

ふ
す
ま
を
片
っ
端
か
ら
な
ぎ
倒
し
て
い
ま
し

た
。」

　

食
堂
の
前
に
出
た
首
相
や
嫁
の
仲
子
夫
人

に
、
将
校
は
ピ
ス
ト
ル
を
突
き
付
け
ま
す
。
そ

の
時
、仲
子
夫
人
は
、長
男
の
康
彦
（
当
時
四
歳
）

を
し
っ
か
り
と
抱
き
し
め
て
い
ま
し
た
。
仲
子

夫
人
や
あ
さ
子
は
、
そ
れ
ま
で
悪
漢
を
探
し
に

来
た
軍
人
と
ば
か
り
思
っ
て
い
た
の
で
、
本
当

に
驚
い
た
と
の
こ
と
で
し
た
。
し
か
し
、
首
相

は
落
ち
着
い
て
い
ま
し
た
。「
ま
あ
待
て
、
拳
銃

を
下
ろ
し
な
さ
い
。
あ
っ
ち
で
話
を
聞
こ
う
」

と
将
校
達
を
応
接
間（
日
本
間
）に
案
内
し
ま
す
。

　

そ
の
時
、
首
相
は
あ
さ
子
に
「
お
茶
を
も
っ

て
お
い
で
」
と
命
じ
ま
し
た
。
あ
さ
子
は
そ
れ

を
首
相
が
女
子
供
を
巻
き
添
え
に
し
な
い
心
遣

い
だ
っ
た
と
感
じ
た
そ
う
で
す
。

　
「
台
所
で
お
茶
を
入
れ
よ
う
と
し
て
い
た
時
、

バ
、
バ
ー
ン
と
数
発
ピ
ス
ト
ル
の
音
が
し
ま
し

た
。
夢
中
で
駆
け
つ
け
る
と
、
逃
げ
る
軍
人
の

後
ろ
姿
が
見
え
、
だ
ん
な
様
は
応
接
間
の
テ
ー

ブ
ル
に
伏
せ
て
頭
か
ら
血
が
出
て
い
ま
し
た
。

大
声
で
『
だ
ん
な
様
、
だ
ん
な
様
』
と
呼
び
ま

阿 

部  

和 

夫

阿 

部  

和 

夫

石
巻
市
芸
術
文
化
振
興
財
団

石
巻
市
芸
術
文
化
振
興
財
団

理
事
長

理
事
長

「
話
せ
ば
わ
か
る
」を
聞
い
た
今
木
あ
さ
子

５
・
15
事
件
に
居
合
せ
た
石
巻
の
女

石
巻
の
歴
史
か
ら 

⑨
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す
と
意
識
を
戻
さ
れ
ま
し
た
。
血
だ
ら
け
に

な
っ
た
手
の
指
を
出
さ
れ
『
た
ば
こ
』
と
お
っ

し
ゃ
い
ま
し
た
。
そ
し
て
、
だ
ん
な
様
は
『
い

ま
の
若
者
を
呼
ん
で
来
い
。
話
せ
ば
わ
か
る
。

話
せ
ば
わ
か
る
。』
と
二
度
繰
り
返
さ
れ
ま
し

た
。」

　

一
方
、
首
相
の
鼻
の
治
療
を
し
た
医
師
大
野

喜
伊
次
は
、
書
生
部
屋
で
帰
り
の
車
を
待
っ
て

い
ま
し
た
が
、
事
件
発
生
に
よ
り
最
初
の
処
置

を
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
「
書
生
部
屋
か
ら
往
診
鞄
を
持
ち
込
み
、
オ

キ
シ
フ
ル
で
消
毒
し
た
後
、
手
ぬ
ぐ
い
を
傷
口

に
巻
い
て
出
血
を
止
め
た
」
と
語
っ
て
い
ま
す

が
、
そ
の
手
ぬ
ぐ
い
は
、
あ
さ
子
が
持
っ
て
き

た
も
の
で
し
た
。

　

そ
の
日
、
首
相
官
邸
に
い
た
あ
さ
子
は
、
事

件
に
遭
遇
し
そ
の
後
の
彼
女
の
人
生
に
大
き
な

影
響
を
及
ぼ
す
事
に
な
り
ま
す
。

※

　

昭
和
八
年（
一
九
三
三
）三
月
に
三
陸
大
津
波

が
発
生
し
ま
し
た
。
そ
れ
を
知
っ
て
犬
養
未
亡

人（
千
代
子
）は
、
石
巻
の
あ
さ
子
の
実
家
に
見

舞
い
の
品
々
を
送
っ
て
く
れ
ま
し
た
。
五
個
の

御
茶
箱
に
は
食
料
品
、
真
綿
、
腰
巻
等
が
詰
め

て
あ
り
ま
し
た
。
そ
れ
は
、
千
葉
家
だ
け
で
な

く
親
類
、
近
所
の
人
に
も
配
ら
れ
ま
し
た
。
あ

さ
子
は
、
親
戚
の
及
川
と
い
う
女
性
に
犬
養
家

に
お
礼
言
上
に
来
て
も
ら
い
、
小
原
流
の
及
川

さ
ん
が
屋
敷
の
す
べ
て
の
部
屋
に
花
を
生
け
る

こ
と
で
被
災
見
舞
い
の
お
礼
と
し
た
の
で
し

た
。

　

そ
の
年
の
十
二
月
、
あ
さ
子
は
、
今
木
誠
司

と
の
結
婚
を
機
に
犬
養
家

を
辞
し
ま
す
。
そ
し
て
二
人

に
は
、
三
男
一
女
の
子
ど

も
が
授
か
り
ま
す
。
し
か

し
、
戦
時
下
の
状
況
は
彼

女
か
ら
幾
人
も
の
身
内
を

奪
っ
て
い
き
ま
し
た
。
昭

和
十
四
年（
一
九
三
九
）弟

が
中
支
で
戦
死
、
二
年
後

に
兄
が
病
死
、
昭
和
二
十

年（
一
九
四
五
）六
月
に
は
、

海
軍
司
政
官
だ
っ
た
夫

（
四
十
一
歳
）が
、
フ
ィ
リ
ピ

ン
で
戦
死
し
て
し
ま
い
ま

す
。
そ
し
て
終
戦
。
あ
さ
子

は
四
人
の
子
ど
も
を
連
れ

て
石
巻
に
戻
り
、
子
ど
も
を

育
て
る
た
め
の
必
死
の
生

活
が
始
ま
り
ま
し
た
。

　

や
が
て
、
世
の
中
も
落
ち

着
き
子
ど
も
達
も
成
長
し

て
く
る
と
、
彼
女
は
犬
養
毅

を
顕
彰
す
る
木
堂
会
の
世

話
人
と
し
て
の
活
動
を
始

め
ま
す
。
各
地
で
講
演
を
し
ま
す
が
、
平
成
六

年（
一
九
三
一
）そ
の
集
大
成
と
す
る
よ
う
な
行

動
に
出
ま
し
た
。
故
郷
石
巻
の
霊
園
に
あ
る
今

木
家
の
墓
地
の
傍
ら
に
、「
犬
養
毅
首
相
の
大

教
訓
」
と
題
す
る
石
碑
を
建
立
し
た
の
で
す
。

あ
さ
子
は
、
五
・
一
五
事
件
の
史
実
と
犬
養
首

相
の
思
い
と
を
石
に
刻
み
込
む
こ
と
で
犬
養
首

相
の
心
を
後
世
に
伝
え
よ
う
と
し
ま
し
た
。

※

　

平
成
十
年（
一
九
九
八
）五
月
九
日
、
あ
さ
子

は
千
葉
県
船
橋
市
の
病
院
で
胆
管
が
ん
の
た
め

八
十
八
歳
の
生
涯
を
閉
じ
ま
し
た
。
そ
の
葬
儀

が
、
彼
女
の
故
郷
石
巻
の
禅
昌
寺
で
執
り
行

わ
れ
た
の
は
、
奇
し
く
も
五
・
一
五
事
件
か
ら

六
十
六
年
目
の
五
月
十
五
日
で
し
た
。
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事
平成29年12月～平成30年３月

業
報 告

日　　付　平成30年1月5日㈭
会　　場　石巻税務署� 参加者数　8名

日　　付　平成29年12月9日㈯
会　　場　石巻ルネッサンス館
担当医療機関　医療法人社団進興会
　　　　　　　せんだい総合健診クリニック

参加者数　74名

日　　付　平成30年2月1日㈭
会　　場　石巻グランドホテル
演　　題　若者のライフスタイルから学ぶ！

〜増税期のマーケティング〜
講　　師　㈱博報堂ブランドデザイン　若者研究所リーダー
　　　　　マーケティングアナリスト� 原田 陽平 氏
参加者数　講演会85名（会員・非会員含む）／交歓会78名

日　　付　平成30年2月2日㈮〜2月6日㈫　内3日間
会　　場　石巻ルネッサンス館
講　　師　石巻税務署 法人課税第一部門 総括上席国税調査官

　若木 淳一 氏
参加者数　10名（会員・非会員含む）

日　　付　平成30年2月22日㈭
会　　場　石巻グランドホテル
演　　題　「医療格差とセカンドオピニオンの重要性

〜経営者の健康管理のための治療法と多様化を知る〜」
講　　師　T-PEC㈱専属特別認定講師� 平山 貴之 氏
　　　　　社会医療法人将道会総合南東北病院 PETマネージャー

佐伯 　悟 氏
参 加 者　22名（会員・非会員含む）

日　　付　平成29年11月28日㈫
会　　場　石巻市立広渕小学校
講　　師　幹事 菊地敏宏ほか2名
参加児童　6年生23名

青年部会

セミナー等

石巻税務署へ新年の表敬訪問

新春講演会並びに賀詞交歓会

法人税務セミナー

医療・健康セミナー

租税教室❶

インフルエンザ予防ワクチン接種
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日　付　平成30年1月18日㈭
会　場　石巻市立桃生小学校

講　師　幹事 岩倉準ほか2名
参加児童　6年生28名

日　付　平成30年1月20日㈯
会　場　石巻市立前谷地小学校

講　師　幹事 鈴木毅ほか3名
参加児童　6年生15名

日　付　平成30年1月24日㈬
会　場　石巻市立中津山第一小学校

講　師　副部会長 高橋一ほか3名
参加児童　6年生19名

日　付　平成30年1月29日㈪
会　場　石巻市立和渕小学校

講　師　幹事 岩倉準ほか2名
参加児童　6年生14名

日　付　平成29年11月29日㈬
会　場　石巻市立大川小学校

講　師　副部会長 加納茂信ほか1名
参加児童　6年生4名

日　付　平成30年1月16日㈫
会　場　石巻市立渡波小学校

講　師　幹事 雁部伸浩ほか4名
参加児童　6年生30名

日　付　平成30年1月17日㈬
会　場　石巻市立釜小学校
講　師（1組）　副部会長 柳橋哲也ほか3名
　　　（2組）　部会員 佐々木淑子ほか4名
参加児童　6年生58名

租税教室❺

租税教室❻

租税教室❼

租税教室❽

租税教室❷

租税教室❸

租税教室❹



平成30年３月31日 石 巻 法 人 会 広 報 誌 第216号（8）

日　付　平成30年1月29日㈪
会　場　東松島市立赤井小学校

講　師　副部会長 加納茂信ほか2名
参加児童　6年生29名

日　付　平成30年1月17日㈬
会　場　石巻市立万石浦小学校

講　師　副部会長 木村美保子ほか3名
参加児童　6年生60名

日　付　平成30年1月30日㈫
会　場　石巻市立蛇田小学校

講　師　部会長 杉浦みち子ほか2名
参加児童　6年生120名

日　付　平成30年1月31日㈬
会　場　石巻市立向陽小学校

講　師　幹事 高橋政則ほか5名
参加児童　6年生83名

日　付　平成30年2月6日㈫
会　場　東松島市立宮野森小学校

講　師　部会員 大橋諒ほか4名
参加児童　6年生22名

租税教室❾

租税教室❶

租税教室❷

フラワーアレンジメントセミナー

新年の会員交流会

租税教室�

租税教室�

第31回全国青年の集い  高知大会
「租税教育プレゼンテーション」

日　　時　平成29年11月10日（金）
会　　場　高知県民文化ホールほか 　出 席 者　4名

女性部会

日　付　平成29年12月21日㈭　　会　場　石巻グランドホテル
講　師　㈲大森花園　代表取締役　大森 憲市 氏
参加者数　29名（会員・非会員含む）

日　付　平成30年2月20日㈫　　会　場　松島ホテル壮観
参加者　11名
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パワハラは個人のせいだけじゃない

日刊工業産業研究所　所長　岡　田　直　樹

　知人が勤める知的障害者施設で、管理者によるパワーハラ
スメントが原因で職員が続けざまに退職した。新聞広告で募
集しても欠員を補充できず、施設は運営に支障をきたす事態
に陥った。くだんの管理者は施設の運営主体である自治体の
出身者で、10年以上にわたり箸の上げ下げまで施設運営を
取り仕切ってきた。知人によれば、「管理者は自分の意に沿
わない職員は立たせたまま２時間にわたり説教するなどし、
職場に居づらい心理状態に追い込んでいった。自分の地位を
脅かすと考えたのか、仕事ができる職員ほど狙われやすかっ
た」という。ついに耐えかねた被害者らが声を上げ、パワハ
ラは利用者の父兄に知られるところとなる。管理職は解任さ
れ、施設はようやく平穏を取り戻す。
　厚生労働省によるパワハラの定義は「同じ職場で働く者に
対して職務上の地位や人間関係など職場内での優位性を背景
に業務の適正な範囲を超えて、精神的・身体的苦痛を与える
又は職場環境を悪化させる行為」をいう。叩く、殴る、蹴る
などの暴力行為は言うに及ばず、部下を同僚の前で叱責した
り、営業職に倉庫の整理を命じたり、就業時間外に飲食を強
要したりするケースもパワハラにあたる。パワハラが社員の
うつ病や自殺の原因になれば、企業の信用力は低下し、採用
や業績に悪影響を及ぼしかねない。政界内では労働安全衛生
法を改正してパワハラを定義し、雇用管理上の責任を事業者
に課そうという動きもある。
　海外との競争激化や生産年齢人口の減少などを背景に職場
環境は様変わりした。多くの職場で人員が削減される一方で
仕事量が増え、スピードも要求され、ミスに対する許容度も
小さくなっている。加えて成果主義の導入で結果への評価は
厳しくなるばかり。油切れを起こした機械のように、ただで
さえ職場の人間関係がギスギスしやすくなっているなかで、
メールやＬＩＮＥで情報をやり取りする機会が増え、ウェッ
トな人間関係が構築しにくくなっている。管理職は「馬鹿野
郎！」の一言がパワハラと受け取られやすく、〝自称熱血指導〟
や〝自称愛のムチ〟は通用しない時代になったと心得て部下
の指導に当たるべきだ。
　パワハラは常に上司から部下へという上下関係のなかで起

きるとは限らない。ＩＴ関連など技術革新が急速に進む職場
では、部下が技術面で優位に立つケースも少なくない。技術
格差を発端に上司が部下たちから見下され、「いじめ」のよ
うなパワハラに発展してしまうこともある。生え抜きが多く
仲間意識の強い職場では、新任の上司を排除しようと部下に
よる集団的な「いじめ」が行われることさえある。
　企業はどう対処すればよいか。「べからず」集を作成しパ
ワハラ該当事例などを示して注意喚起しても、あまり実用的
ではないというのが多くの専門家の見方である。パワハラは
言い方や外見上の問題ではなく、人権侵害や差別に根差して
いるからである。「馬鹿野郎！」一つをとっても、上下の信
頼関係や事柄の性質によってはパワハラに該当しない場合も
ある。建設現場で工具を落とした部下を上司が「馬鹿野郎！」
と怒鳴りつけるのは、重大事故につながる「ヒヤリ・ハット」
を防ぐためにむしろ必要なことだろう。
パワハラは個人のキャラクターの問題として片づけられやす
いが、根源的には職場環境に原因がある。部下を温かく指導
する上司がいる職場や、部下が上司に相談しやすい風通しの
よい職場ではパワハラは起きない。まずはトップの号令のも
と、就業規則に「パワハラは懲戒対象になる」と定め、苦情
相談窓口を設置するなどパワハラが起こりにくい仕組みをつ
くる。その際、〝仏作って魂入れず〟にならないよう、繰り
返し研修を行うなどして、個人の行動レベルまで落とし込ん
でいけるかがカギになる。
パワハラ防止に〝即効薬〟はなく、日常の小さな言動や行為
を通じて地道に努力を積みあげていくしかない。「感情的に
ならず冷静に部下を叱る」、「大勢の社員のいる前で部下に恥
をかかせない」、「叱るだけでなく改善策をアドバイスする」、
「軽微なミスは執拗に叱らず口頭注意にとどめる」、「夜間な
ど勤務時間外に部下へメールを送る場合は〝急用なので済み
ません〟など詫びの一文を添える」、「個人的な興味で部下の
プライバシーに立ち入らない」。こうした上司の心得、みな
さんの職場では、どれだけ実践できていますか。

〔筆者紹介〕
岡田直樹（おかだ・なおき）略歴　1984 年、日刊工業新聞
社入社。記者として、金融・電機・情報通信などの産業界、
総務省・経済産業省・内閣府などの官庁を担当。デスク、論
説委員、南東京支局長、論説委員長、企画調査部長などを経
て、現在、日刊工業産業研究所長。埼玉県出身、58歳。

収集活動期間　平成29年11月１日㈬～30日㈭
寄贈活動　㈱ケアーサービス希慈ほか計10施設へ寄贈

税務研修会平成29年度未使用タオルの寄贈活動

日　付　平成30年2月13日㈫　　会　場　石巻グランドホテル
演　題　「租税教室への取り組み等について〜私たちの暮らしと税金〜」
講　師　石巻税務署　押野 博行 氏　参加者　17名（会員・非会員含む）
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介

◇法人会は1947年の「申告○○○○制度」のスタートがきっかけで生ま
れました
◇「氷柱」と書きます
◇思わぬラッキー。「○○からぼたもち」
◇名残り惜しいのですが、宴会はこれで
○○○○となります
◇高層○○が建ち並び、町は変貌した
◇この季節のお肌に○○○○を保つ方法
◇野球のダブルプレーを日本語では？
◇彼が信頼できるのは言動に○○がない
から
◇魚の呼吸器官
◇わがチームは36対３の○○○で負けた
◇昼寝から覚めたネコが、あくびと伴に
○○をした
◇寒いながらも春の○○○を感じる昨今

［作者略歴］
藤木順平（ふじき・じゅんぺい＝
本名・藤田順一）フリーランスライ
ター。

▪解答を書いたクロスワードを切り取るかまた
はコピーして、ハガキに貼り、住所・氏名・連
絡先と広報誌の感想・ご意見などを一言ご記
入いただき、法人会事務局へお送り下さい。正
解者の中から抽選で法人会オリジナル図書カー
ド1,000 円分を3 名様へプレゼントいたします。
〆切は５月末日までとさせていただきます。

《ハガキ送り先》
〒986-0032
石巻市開成1－35
石巻ルネッサンス館内
（公社）石巻法人会

  クロスワード係

行 事 予 定

※当会ホームページからも、行事予定がご覧いただけます。 http://www.i-houjinkai.jp

《漢字を使ったクロスワード・パズル》
　平昌（ピョンチャン）冬季オリンピックが開かれています。日本人選手の
活躍を期待したいですね。そこで、平昌の「平」の字の音読み（ヘイ）と訓
読み（ヒラ）をヒントにクロスワード・パズルを解いてください（タテ・ヨ
コのカギは順不同です）。

４月４日 ㈬ 第１回税制委員会 12:00 大もり屋

４月５日 ㈭ 青年部会 第１回役員会 18:30 中国料理 寿

４月９日 ㈪ 新入社員基礎研修会 9:30 石巻グランドホテル

４月10日 ㈫ 東松島支部 第１回役員会 11:30 ちゃんこ萩乃井

４月11日 ㈬ 県連 第１回税制委員会 15:00 新仙台ビルディング

４月12日 ㈭ 第13回法人会 全国女性フォーラム
山梨大会並びに会員親睦視察会 14:00 アイメッセ山梨

４月13日 ㈮ 第13回法人会 全国女性フォーラム
山梨大会並びに会員親睦視察会 山梨方面

４月14日 ㈯ 第13回法人会 全国女性フォーラム
山梨大会並びに会員親睦視察会 山梨方面

４月16日 ㈪ 河南桃生支部 第１回役員会 19:00 葵会館

４月17日 ㈫ 県連 第１回事務局会議 12:30 新仙台ビルディング

４月18日 ㈬ 第１回 広報委員会 12:00 石巻グランドホテル

４月23日 ㈪
県青連 第１回正副会長会議 18:30 新仙台ビルディング

女川支部 第１回役員会 12:00 まちなか交流館

４月27日 ㈮ 県青連 第１回部会長会議 未定 新仙台ビルディング

５月９日 ㈬ 監査会（予定） 12:00 法人会事務局

５月10日 ㈭ 第１回総務委員会（予定） 19:00 石巻グランドホテル

５月11日 ㈮
県連 第１回総務委員会 15:00 新仙台ビルディング

青年部会 平成30年度報告会 16:30 石巻グランドホテル

５月16日 ㈬ 県女連 第１回部会長会議 12:30 新仙台ビルディング

５月17日 ㈭ 第１回 正副会長会議 11:00 石巻グランドホテル

５月17日 木
第１回理事会 12:00 石巻グランドホテル

県連組織・厚生委員会合同委員会 16:00 新仙台ビルディング

５月18日 金
県青連 第２回正副会長会議

未定 新仙台ビルディング
県青連 第１回租税教育推進委員会

５月22日 火 県連 第１回理事会 15:00 新仙台ビルディング

５月24日 木

女性部会 第１回役員会 未定

石巻グランドホテル
女性部会 平成30年度報告会 未定

設立20周年記念事業 未定

女性部会 公開講演会 15:30

６月６日 水
県連 第２回税制委員会 14:00 新仙台ビルディング

租税教育推進協議会 平成29年度総会 13:30 石巻税務署

６月７日 木

平成30年度定時社員総会

16:00 石巻グランドホテル
表彰式（会員増強功労者・優良経理員・その他）

経済講演会

会員交流会

６月８日 金 県女連 第１回研修会（担当：仙南） 未定 未定

６月13日 水 県連 平成30年度定時社員総会 15:00 江陽グランドホテル

６月15日 金 県連 第１回税制委員会 15:00 新仙台ビルディング

６月29日 金
県青連 第２回部会長会議 16:00 新仙台ビルディング

県青連 第１回研修事業（担当：仙台南） 17:00 未定

※
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